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持
つ
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介
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長
島
町
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
石
像
「
有
法
子

（
ユ
ー
フ
ァ
ー
ズ
）
の
龍
」

が
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
に
建
立

さ
れ

月

日
、
現
地
で
入

魂
式
が
あ
っ
た
＝
写
真
＝
。

石
像
は
ヒ
ラ
ヤ
マ
（
出
水
市
）

の
平
山
政
壱
会
長
が
寄
贈
し
、

台
座
等
は
同

町
の
建
設
業

者
の
有
志
が

協
賛
。
石
像

名
は
川
添
健

町
長
が
命
名

し
た
。

　
石
像
は
、

１
０
０
ｔ
１

本
も
の
の
大

理
石
を
削
っ

て
仕
上
げ
た

も
の
で
、
高

さ
約
７
ｍ
の

重
量
約

ｔ
。

左
手
に
水
晶

を
持
ち
、
永

遠
な
る
輝
き

（
繁
栄
）
を

表
し
、
そ
の
繁
栄
を
５

本
（
労
働
者
、
農
民
、

漁
民
、
若
者
、
行
政
）

の
指
で
し
っ
か
り
と
つ

か
ん
で
い
る
。
右
手
は

お
金
、
経
済
的
発
展

（
豊
か
さ
）
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
赤
い
目

は
龍
が
未
来
に
向
け
て

力
強
く
飛
び
立
と
う
と

す
る
様
子
を
描
き
、
熱

い
思
い
、
情
熱
を
持
っ

て
長
島
の
発
展
や
町
民

の
幸
福
の
た
め
、
力
強

く
歩
み
を
進
め
よ
う
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
で
製
作
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
で

現
地
検
査
等
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
約
２

年
か
か
っ
た
。

　
石
像
の
台
座
は
黒
御
影

石
。
正
面
の
石
像
名
は

「
鬼
滅
の
刃
」
な
ど
の
文

字
を
手
掛
け
た
綱
紀
栄

泉
氏
（
本
名
・
坂
口
綱
紀

氏
、
昭
和
書
体
）
が
揮
毫

（
き
ご
う
）
。
そ
の
横
に
、

ど
ん
な
場
面
で
も
必
ず
打

開
策
が
あ
る
と
し
て
、
一

致
団
結
し
て
未
来
に
引
き

継
い
で
い
こ
う
と
い
う
こ

の
龍
に
込
め
ら
れ
た
願
い

が
記
さ
れ
た
。
背
面
に
は

協
賛
社
の
名
簿
、
全
て
を

支
え
る
台
座
は
、
町
内
産

の
石
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
式
で
は
、
神
事
の
あ
と
、

協
賛
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
。

川
添
町
長
は
「
こ
れ
ま
で

い
く
つ
か
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
。
町
民
ら
の

幸
せ
や
将
来
、
発
展
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
長
島
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

平
山
会
長
は
「
母
方
が
長
島

出
身
。
少
し
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
協
力
し
た
。
町
民
の

永
遠
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
協
賛
企
業
（
感
謝
状
受
賞

者
）
は
次
の
通
り
。

　
有
法
子
の
龍
寄
贈
＝
ヒ
ラ

ヤ
マ
▽
特
別
協
賛
＝
長
崎
組

（
鶴
長
親
雄
会
長
）
浜
畑
組

（
古
田
義
富
社
長
）
▽
建
立

協
賛
＝
木
場
電
気
商
会
　
小

畑
建
設
　
小
嵜
型
枠
　
田
渕

組
　
福
山
建
設
　
前
田
組
長

島
支
店
　
宮
脇
設
備
　
川
床

石
油
設
備
工
業
　
小
竹
組
鹿

児
島
支
店
　
平
田
建
設
　
藤

川
産
業
　
丸
久
建
設
長
島
支

店

　
米
盛
建
設
（
米
盛
庄
一
郎

社
長
）
は

月

日
、
鹿
児

島
市
の
八
重
山
公
園
に
隣

接
す
る
古
野
平
市
有
林
で
創

業
１
０
０
周
年
を
記
念
し

た
植
樹
祭
を
開
い
た
。
晩
秋

の
晴
天
の
中
、
同
社
グ
ル
ー

プ
を
含
め
た
社
員
や
関
係
企

業
・
団
体
、
行
政
等
か
ら
約

２
４
０
人
の
関
係
者
が
参

加
。
「
１
０
０
年
前
の
緑
の

森
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に


種
８
５
０
本
の
苗
を
植
栽
し
、

当
時
の
思
い
を
後
世
に
つ
な

い
だ
。

　
１
９
２
１
年
の
創
業
当
初
、

森
林
を
伐
採
・
搬
出
・
製
材

し
て
建
設
業
を
営
ん
で
い
た

同
社
。
山
や
森
を
大
事
に
す

る
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
だ
。

　
式
典
で
は
、

月
に
逝
去

し
た
米
盛
庄
司
会
長
の
遺
志

を
し
の
ん
で
黙
と
う
を
行
っ

た
あ
と
、
米
盛
社
長
が
挨
拶
。

「
植
樹
を
通
じ
て
創
業
当
時

の
思
い
を
共
有
で
き
る
こ
と

は
感
慨
深
い
。
四
季
折
々
の

花
や
紅
葉
を
楽
し
め
、
子
供

た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
も

活
用
で
き
る
森
に
し
た
い
」

と
述
べ
、
来
賓
で
は
松
下
正

県
環
境
林
務
部
長
や
有
村
浩

明
鹿
児
島
市
産
業
局
長
が
祝

辞
を
寄
せ
た
。

　
植
樹
活
動
で

は
、
来
賓
を
含

め
た
代
表
７
人

が
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
ク
リ
ノ
キ

の
苗
木
を
植
え

付
け
て
か
ら
一

般
植
樹
を
開
始
。

市
有
林
内
の
伐

採
跡
地
０
・
４


に
郷
土
樹
種
の
広
葉
樹


種
（
常
緑
＝
ス
ジ
ダ
イ
な
ど

９
種
、
落
葉
＝
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

な
ど
６
種
）
８
５
０
本
の
苗

を
約
１
時
間
か
け
て
植
栽
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
社
グ
ル

ー
プ
の
鹿
児
島
基
盤
材
セ
ン

タ
ー
（
米
盛
直
樹
社
長
）
や

日
研
高
圧
平
和
キ
ド
ウ
（
米

盛
司
郎
社
長
）
な
ど
が
共
催

し
、
か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基

金
が
後
援
。
県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ぐ
り
ぶ
ー
」
と

「
さ
く
ら
」
も
訪
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

　
同
社
で
は
６
月
に
鹿
児
島

市
、

月
に
中
種
子
町
と
森

林
づ
く
り
事
業
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
緑
の
募
金

を
贈
呈
。
募
金
は
支
社
が

あ
る
西
之
表
市
（

月
）
や

同
基
金
（
８
月
）
に
も
行
っ

た
。

　
記
念
植
樹
は
後
日
、
中
種

子
町
で
も
予
定
。
事
業
は
５

年
間
継
続
し
、
植
林
や
下
刈

り
作
業
に
取
り
組
む
計
画

だ
。

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
研
究
会
は

月


日
、
鹿
児
島
市
の
県
青
少
年

会
館
で
ロ
ー
コ
ス
ト
Ｒ
Ｔ
Ｋ

娃
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。
県

内
各
地
か
ら
技
術
者
ら
約


人
が
参
加
。
衛
星
測
位
の
仕

組
み
や
持
つ
利
点
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　
初
回
（

月

日
）
が
定

員
を
超
え
た
こ
と
か
ら
２
回

目
の
開
催
。
初
め
に
座
長
を

務
め
る
第
一
工
科
大
学
の
田

中
龍
児
教
授
が
仕
組
み
や
精

度
な
ど
を
説
い
た
。

　
人
工
衛
星
を
用
い
る
測
位

シ
ス
テ
ム
。
そ
の
原
理
に
触

れ
「
基
準
局
よ
り

㎞
圏
内

で
あ
れ
ば
１
㎝
内
の
精
度
で

観
測
で
き
る
」
と
主
張
。
ま

た
、
安
価
で
導
入
し
や
す
く
、

１
人
で
測
量
で
き
る
利
点
な

ど
も
述
べ
た
。

　
屋
上
で
は
実
演
も
行
い
、

田
中
教
授
と
石
澤
直
樹
技
術

員
が
解
説
。
参
加
者
ら
は
、

受
信
し
た
電
波

か
ら
座
標
を
ま

と
め
る
様
子
を

目
の
当
た
り
に

し
て
、
驚
き
の

表
情
を
見
せ
て

い
た
。

　
こ
の
ほ
か
、

設
定
方
法
や
与

論
町
で
実
施
し

た
軽
石
の
体
積

計
算
の
実
例
も

紹
介
し
た
。

　
事
務
局
長
の

梅
木
時
文
氏
は

「
３
回
目
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
計
画
し
て
お

り
、
国
土
地
理

院
の
職
員
に
よ
る
特
別
講
義

な
ど
面
白
い
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
日
程
は


月

日
、
鹿
児
島
市
の
同

館
で
開
催
予
定
。

　
県
と
県
建
築
士
会
（
西
薗

幸
弘
会
長
）
の
共
催
に
よ
る

２
０
２
１
年
度
建
築
技
術
者

講
習
会
が

日
、
薩
摩
川
内

市
の
県
北
薩
地
域
振
興
局
で

あ
っ
た
＝
写
真
＝
。
同
会
川

薩
支
部
（
下
園
政
喜
支
部
長
）

の
会
員
ら
約

人
が
参
加
し
、

最
近
の
建
築
住
宅
動
向
な
ど

の
理
解
を
深
め
、
技
術
の
向

上
を
図
っ
た
。

　
講
習
は
、
同
振
興
局
建
設

部
土
木
建
築
課
の
小
玉
さ
と

み
建
築
係
長
が
「
最
近
の
建

築
住
宅
行
政
」
、
農
林
水
産

部
林
務
水
産
課
の
池
田
美
穂

林
業
技
師
が
「
か
ご
し
ま
材

の
利
用
拡
大
」
を
解
説
。
ま

た
、
鹿
児
島
大
学
大
学
院
の

松
鵜
さ
と
み
助
教
が
「
感
染

症
と
建
築
設
備
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

　
小
玉
建
築
係
長
は
、
最
近

の
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

説
明
。
長
期
優
良
住
宅
に
関

し
て
は
「
対
象
拡
大
や
認
定

手
続
き
の
合
理
化
の
ほ
か
、

災
害
の
危
険
性
の
特
に
高
い

エ
リ
ア
を
認
定
か
ら
除
外
す

る
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
が
追

加
さ
れ
た
」
と
話
し
、
来
年

２
月
か
ら
の
変
更
に
注
意
を

呼
び
掛
け
た
。

　
下
園
支
部
長
は
「
講
習
で

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
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日
本
林
業
土
木
連
合
協
会

（
林
土
連
、
新
谷
龍
一
郎
会

長
）
の
２
０
２
１
年
度
林
土

連
技
術
現
地
研
修
会
～
桜
島

に
火
山
と
の
共
生
を
学
ぶ
～

が
、
１
日
か
ら
２
日
間
の
日

程
で
始
ま
っ
た
。
全
国
か
ら

会
員
１
４
６
人
も
の
参
加
が

あ
り
、
治
山
事
業
の
取
り
組

み
や
現
地
視
察
な
ど
技
術
の

交
流
と
向
上
を
図
っ
た
。

　
研
修
会
は
、
２
０
０
８
年

度
か
ら
全
国
に
点
在
す
る
各

協
会
の
持
ち
回
り
で
毎
年
開

催
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ

り
に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
（
九
州
林
業

土
木
協
会
共
催
）
。

　
１
日
、
同
市
の
城
山
ホ
テ

ル
鹿
児
島
で
治
山
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
。
冒

頭
、
九
州
森
林
管
理
局
の
小

島
孝
文
局
長
が
「
毎
年
の
よ

う
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
。
地
域
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
受
注
者
の
役
割
は

非
常
に
大
き
い
。
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
同
局
の
大
道
一

浩
森
林
整
備
部
長

が
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
九
州
国

有
林
の
概
要
を
、

同
局
の
冨
永
雄
二

治
山
課
長
が
九
州

北
部
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
を
解
説

し
た
。
そ
の
中
で
、

林
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
地
域
の
安

全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
林

道
整
備
の
重
要
性
を
紹
介
。

豪
雨
災
害
で
は
、
被
災
箇
所

の
発
生
・
原
因
を
交
え
な
が

ら
治
山
事
業
の
復
旧
状
況
を

説
明
し
た
。

　
新
谷
会
長
は
「
会
の
開
催

に
向
け
て
多
く
の
尽
力
が

あ
っ
た
。
２
日
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
学
び
、
記

憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
研
修

会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

 
 

な
お
、
き
ょ
う
２
日
は
、

同
局
発
注
の
桜
島
地
区
民
有

林
直
轄
治
山
事
業
（
引
の
平
）

を
視
察
す
る
。

治山事業の取り組みな

ど講演があった＝鹿児

島市の城山ホテル鹿児

島
鋭‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘
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240人が15種850本の苗

を植栽した＝鹿児島市

の古野平市有林
詠‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘
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